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『
解
馬
新
書
』
嘉
永
五
年
、
一
八
五
二
の
引
用
書
目
の
な
か
に

ケ
イ
ズ
ル

『
解
体
新
書
』
や
「
計
都
留
伝
」
が
あ
る
。
ケ
イ
ズ
ル
（
ケ
イ
ゼ

ル
）
は
八
代
将
軍
吉
宗
の
時
代
に
、
渡
来
し
た
オ
ラ
ン
ダ
の
調
馬

師
で
、
江
戸
城
内
や
浜
御
殿
で
、
オ
ラ
ン
ダ
馬
術
を
実
演
し
、
そ

の
絵
図
も
現
存
し
て
い
る
。
当
時
、
ケ
イ
ゼ
ル
に
質
問
し
た
馬
の

飼
養
法
、
調
教
法
や
オ
ラ
ン
ダ
馬
医
書
の
和
訳
本
が
「
阿
蘭
陀
馬

書
」
別
名
「
計
都
留
伝
」
亨
保
十
年
（
一
七
二
五
）
以
降
が
現
存

し
て
い
る
。
そ
の
大
部
分
は
今
村
明
恒
「
蘭
学
の
祖
・
今
村
英

生
」
朝
日
新
選
害
側
一
九
四
二
年
へ
の
な
か
に
「
西
説
伯
楽
必

携
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
「
解
体
新
書
」
の
阿
藺
訳
官
吉
雄
永
章
（
耕
牛
）
の
序

に
〃
阿
藺
之
国
精
乎
技
術
也
…
造
化
之
大
…
中
津
官
医
前
君
良
澤

ピ
ン

者
問
余
乎
崎
陽
余
視
之
豪
傑
士
也
其
学
之
也
砠
勉
孜
々
終
日
…
出

]5

前
野
良
沢
（
藺
化
）
の
自
画
像
と
オ
ラ
ン
ダ

馬
具
に
つ
い
て

松
尾
信
一

藍
之
器
…
″
と
あ
る
。

演
者
は
一
九
七
四
年
八
月
の
『
解
体
新
書
』
出
版
二
百
年
記
念

研
究
発
表
会
と
展
覧
会
（
医
史
学
会
と
蘭
学
資
料
研
究
会
主
催
）
に

出
席
し
、
前
野
藺
化
の
自
画
像
の
前
面
の
物
品
に
つ
い
て
不
詳
で

あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

前
野
良
沢
（
一
七
二
三
’
一
八
○
三
）
に
つ
い
て
は
岩
崎
克
己

『
前
野
藺
化
』
一
九
三
八
年
、
が
最
も
詳
し
い
。

と
こ
ろ
で
、
本
学
会
木
村
陽
二
郎
名
誉
会
員
は
「
前
野
藺
化
の

自
画
自
賛
に
つ
い
て
」
本
誌
三
五
巻
四
三
○
頁
、
一
九
八
九
年
、

に
論
文
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
、
岩
崎
の
著
書
で

〃
自
画
像
の
前
面
に
、
馬
の
腹
帯
み
た
い
な
も
の
と
一
緒
に
、
ビ

ー
ル
壜
二
本
を
そ
の
中
腹
に
お
い
て
切
断
し
、
上
半
を
縄
で
ひ
っ

か
ら
げ
た
よ
う
な
奇
態
な
も
の
が
並
ん
で
い
る
″
と
記
し
、
三
宅

ひ
い
ず

秀
の
説
明
で
は
、
こ
れ
は
革
で
作
っ
た
和
蘭
馬
具
で
あ
り
藺
化
は

馬
匹
改
良
に
も
力
を
尽
し
た
の
で
あ
ら
う
と
い
う
文
を
引
用
し
た

あ
ぶ
み

後
、
岩
崎
自
身
は
〃
…
先
に
ビ
ー
ル
壜
と
思
っ
た
の
は
鎧
の
よ
う

で
あ
る
″
と
記
し
て
い
る
と
あ
る
。

木
村
先
生
は
一
九
七
六
年
十
一
月
、
シ
ー
ボ
ル
ト
と
親
交
の
あ

っ
た
下
関
の
伊
藤
家
を
会
員
武
野
埼
一
郎
、
緒
方
富
雄
、
小
川
鼎
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三
の
諸
先
生
、
広
田
寿
亮
氏
と
訪
問
し
、
長
崎
で
画
か
れ
た
西
洋

の
物
品
の
な
か
に
、
前
野
藺
化
の
画
に
あ
る
馬
の
鞍
に
と
り
つ
け

る
ピ
ス
ト
ル
入
れ
と
鞍
の
腹
帯
を
見
、
さ
ら
に
、
林
通
幸
（
柳

圃
）
「
海
国
兵
談
補
遺
』
下
巻
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
の
図
を

見
て
、
上
記
を
確
認
し
た
と
記
し
て
あ
る
。

さ
ら
に
、
木
村
先
生
は
伊
藤
家
の
馬
具
や
ピ
ス
ト
ル
入
れ
の
図

は
、
文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
長
崎
に
来
た
ロ
シ
ア
使
節
レ
ザ
ノ

フ
が
持
っ
て
来
た
馬
具
の
図
で
は
な
い
か
と
推
論
さ
れ
て
い
る
。

演
者
も
木
村
論
文
で
、
前
野
良
沢
の
自
画
像
の
図
は
ピ
ス
ト
ル

入
れ
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
一
方
、
蘭
研
時
代
に
、
緒
方
富
雄

編
「
伊
藤
杢
之
允
関
係
文
書
図
録
」
一
九
七
七
年
、
を
入
手
し
て

い
た
。演

者
は
以
前
か
ら
近
藤
守
重
（
菫
蔵
）
が
寛
政
八
年
二
七
九

オ
ラ
ン
ダ

六
）
に
長
崎
で
写
し
た
「
荷
蘭
馬
具
図
」
（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文

庫
蔵
）
や
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
「
阿
藺
陀
馬
具
並
飾
馬
図
」

（
松
浦
史
料
博
物
館
）
の
絵
巻
物
の
黒
色
の
ピ
ス
ト
ル
入
れ
な
ど
観

察
し
て
い
た
。

先
年
か
ら
津
山
歴
史
民
俗
博
物
館
の
「
享
保
年
間
ケ
イ
セ
ル
リ

ン
グ
和
蘭
馬
具
」
（
白
黒
写
真
）
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

そ
れ
ら
は
牧
天
穆
訳
『
騎
操
軌
範
』
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）

の
図
と
同
じ
原
図
で
あ
っ
た
。

今
回
、
手
も
と
の
オ
ラ
ン
ダ
馬
具
関
係
の
資
料
を
調
べ
て
み

た
。
そ
の
結
果
、
伊
藤
家
の
鞍
と
ピ
ス
ト
ル
入
れ
の
図
は
、
近
藤

守
菫
（
内
閣
文
庫
蔵
）
と
松
浦
史
料
博
物
館
の
オ
ラ
ン
ダ
馬
具
と

同
じ
原
図
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
一
方
は
カ
ラ
ー
、
他
方
は

白
黒
で
あ
っ
た
。
「
荷
藺
馬
具
」
近
藤
守
重
は
、
ピ
ス
ト
ル
入
付

の
鞍
を
つ
け
た
白
馬
の
左
側
絵
図
、
轡
街
な
ど
、
鞍
全
形
腺
号
一

（
腹
帯
付
）
、
馬
上
前
用
之
短
炮
ノ
筒
但
鞍
前
二
着
ル
国
⑫
ｇ
巳

９
回
関
の
裏
面
と
表
面
の
絵
図
、
障
泥
ノ
類
、
馬
二
騎
ル
モ
ノ

着
ル
所
ノ
沓
、
ス
ポ
ー
ル
ｇ
○
日
ｇ
、
ホ
ル
ス
ト
カ
ッ
プ
短
炮

之
筒
覆
な
ど
の
絵
図
が
あ
る
。
松
浦
史
料
博
物
館
の
同
種
の
図
に

は
カ
ナ
文
字
は
あ
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
文
字
が
入
っ
て
い
な
い
。

他
方
、
「
騎
探
軌
範
」
系
の
図
、
「
西
洋
馬
術
叢
説
」
の
附
録
図

（
尊
経
閣
文
庫
蔵
）
や
「
海
国
兵
談
補
遺
」
の
図
は
伊
藤
家
の
図
と

異
な
っ
て
い
た
。

結
局
、
前
野
良
沢
の
自
画
像
の
物
品
は
オ
ラ
ン
ダ
の
馬
の
鞍
の

腹
帯
と
ピ
ス
ト
ル
入
れ
の
表
面
と
裏
面
の
図
で
あ
る
。

（
横
浜
市
）


